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部門 

 

カリキュラム・マネジメント実践部門 
平成 30 年第４回中堅教員研修 

学校名・氏名 

 

仙台市立茂庭台中学校 教諭 阿部 信哉 

活動名 

「安心できるバルーンの構築」 
～自己有用感を膨らませる活動の実践～ 

課題の設定 

(1) 社会に開かれた教育課程の編成に向けて，小中連携や地域の特色を生かしたカリキュラム・マネジメ 
   ントの充実を図っていく。〈教職員側における視点〉 
(2) 地域の一員としての意識を高め，地域の特色を生かした自発的な活動の開発と協働的な学びの推 
   進(道徳教育の推進)を図っていく。〈生徒側における視点〉 
(3) 学校運営協議会への移行を視野に入れながら，地域と共に歩む学校運営のあり方や方策について 
   探究し，効果的な教育活動の推進と共有化を図っていく。〈家庭・地域側における視点〉 

方針・計画 

(1) 小・中学校の教職員が茂庭台の子供の９年教育（自分づくり教育の推進，小中連携関係計画の 
充実，学習規律の確立等）を意識し，地域の特色を生かした学校行事と関連付け，社会に開かれた
教育課程を編成していくことによって，カリキュラム・マネジメントを推進していく。〈教職員側における視点〉 

(2) 生徒の校内外における活動内容の精選と充実を図り，協働的な深い学びを実現させていくことによっ 
て，地域の一員としての自覚と生徒一人一人の自己有用感を高めていく。〈生徒側における視点〉 

(3) 家庭・地域の人々の意見や思いを取り入れた協働型学校目標を設定し，日々の教育活動の実践 
を発信していくことによって，更に学校と家庭・地域との連携を密にしていく。〈家庭・地域側における視点〉 

活動内容  

○  地域の特色を生かした学校行事の実践(地域の特色を生かした教育課程の編成，カリキュラムデザイン
の作成と見直し)【図１参照】 

○  道徳教育の推進(ｐ４ｃの手法の活用，道徳科研修会の実施，小中連携合同研修会の実施，通
信票作成説明会の実施)【図４参照】 

活動の成果 

○  「学校教育全体の中で道徳的価値を意識した教育活動がなされている。」の学校評価項目に対して，
教職員からは十分達成できた，または，おおむね達成できたで回答を得ている。 

○  「小中連携の内容や方法は適切である。」の学校評価項目に対して，教職員からは十分達成できた，
または，おおむね達成できたで回答を得ている。 

○  「周りの状況や他者の気持ちを考えることができる。」の協働型学校評価項目に対して，各学年の生徒
からは十分達成できた，または，おおむね達成できたでほぼ８０パーセントの回答を得ている。 

○  「自らの考えや行動に対して自信を持つことができる。」の協働型学校評価項目に対して，各学年の保
護者からは十分達成できた，または，おおむね達成できたで８０パーセント以上の回答を得ている。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

○小中連携や地域の特色を生かしたカリキュラム・デザインの作成と見直し⇨３年間を見通した作成と見直し 
○茂庭台の子供の９年教育を意識した小中連携【図２参照】⇨教職員の意識改革と情報の共有化 
○成果と課題を明確にする協働型学校目標の設定【図３参照】⇨SWOT 分析の効果的な活用 
○道徳教育の推進(ｐ４ｃの手法の活用)⇨他学年でも授業実践できる環境づくり 

                   

【図１】地域の特色を生かした学校行事の実践 
① 仙台市中学校教育研究会学校行事部会で実践発表(H30.10 月) 
② 地域の特色を生かした教育課程の編成 
③ 小中連携や地域の特色を生かしたカリキュラム・デザインの作成と見直し 
 

 

 

 

 

 

 

〈実践発表時の具体的な施策と考察の一部〉 

  

 【図２】茂庭台の子供の９年教育             【図３】茂庭台中協働型学校目標 
 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

   

  【図４】道徳教育の推進 
① ｐ４ｃの手法の活用：宮城教育大学 川崎 惣一 教授による授業提供(１学年) 
② 道徳科研修会の実施 
  ・生徒や保護者に伝わる評価について 
  ・学習状況の様子や成長の様子の捉え方について 
③ 小中連携合同研修会の実施(事前アンケート調査の実施) 

・講義「道徳科の指導と評価について」  
・講師：宮城教育大学 教育支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 福島 邦幸 氏 

④ 通信票作成説明会の実施 
・道徳科所見等の書き方について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〈小中連携合同研修会の様子〉                     〈ｐ４ｃの手法を取り入れた授業の様子〉     
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～ｐ４ｃ合言葉～ 
や→やさしく聞く 
ゆ→ゆっくり話す 
よ→よく考える 

～テーマ～ 
道徳指導で気をつ
けていることは？ 
※情報共有の場 

講義 
質疑・応答 
デスカッション 

 

※地域の一員と
しての自覚 

※地域の活性化 

学校・家庭・地域において，各重点目標
を 80％以上達成するようにする！ 

 


